
4 月 3 日(金)～4 月 9 日(木)    松下幸之助一日一話          ＰＨＰ研究所編 

System Consultant Wave  

4 月 3 日（金）人間はダイヤモンドの原石 

私は、お互い人間はダイヤモンドの原石のごときものだと

考えている。ダイヤモンドの原石は磨くことによって光を放

つ。しかもそれは、磨き方いかん、カットの仕方いかんで、

さまざまに異なる、さん然とした輝きを放つのである。同様

に人間は誰もが、磨けばそれぞれに光る、さまざまなすばら

しい素質を持っている。だから、人を育て、活かすにあたっ

ても、まずそういう人間の本質というものをよく認識し、そ

れぞれの人が持っているすぐれた素質が活きるような配慮

をしていく、それがやはり基本ではないか。もしそういう認

識がなければ、いくらよき人材があっても、その人を活かす

ことはむずかしいと思う 

 

4 月 4 日（土）まず人の養成を 

 最近では、サービスの大切さということがさかんに言われ、

どういう商売でも、それなりの制度なり、体制というものを

逐次充実させつつあると思います。そのことは大いに結構で

あり、必要なことでしょうが、その任にあたるサービス員の

養成が十分でないと、せっかくの体制も、いわゆる画龍点睛

を欠くということになって、魂の入らないものになってしま

うおそれがあります。 

 ほんとうにお客様に喜んでいただけるサービスをしてい

くには、やはり会社を代表して適切にものを言い、適切に処

置ができるという人の養成、訓練を第一に大切なことと考え、

その労を惜しまないということだと思います。 

 

4 月 5 日（日）会社に入ったからには 

 会社を選ぶということは、みなさんの将来の方向を決定す

る一番重大な問題だったろうと思います。単に一ぺん入って

みようかということではなく、この会社に生涯職を奉じよう

という固い決意を持って臨まれたと思うのです。 

 だから、今後長い生涯におもしろくないことや、いろいろ

な煩悶が起こることもあるでしょう。しかしだからといって

会社を辞めるというような頼りないことを考えるのではな

く、やはりどこまでもこの会社の社員として道を開いていこ

うという覚悟を持っていただきたいと思います。うまくいか

ない場合には他に転向するというようなことでは、そこに力

強いものは生まれてこないと思います。 

 

4 月 6 日（月）学ぶ心 

人は教わらず、また学ばずして何一つとして考えられるも

のではない。幼児のときは親から、学校では先生から、就織

すれば先輩から、というように教わり、学んでのちはじめて

自分の考えが出るものである。 

学ぶという心がけさえあれば、宇宙の万物はみな先生とな

る。物言わぬ木石から秋の夜空に輝く星くずなどの自然現象、

また先輩の厳しい叱責、後輩の純粋なアドバイス、一つとし

て師ならざるものはない。どんなことからも、どんな人から

も、謙虚に、素直に学びたい。学ぶ心が旺盛な人ほど、新し

い考えをつくり出し、独創性を発揮する人であるといっても

過言ではない。 

 

4 月 7 日（火）会社のよさを話す 

外に出て自分の会社のことを悪く言う社員がいる。それは

やはり社員の教育が十分にできていないからであろう。つま

り、中には個人的不満があって会社の欠点を言う人もあろう

が、より多くは、会社のよさというものが社員によく理解さ

れていないからそういうことになるのだと思う。 

この会社はこういう創業の理念を持ち、こういった歴史、

伝統があるのだ、こういうことを使命としているのだ、そし

てこのように世間に貢献し、これだけの成果を上げているの

だ、ということを常日ごろから社員に教えるというか訴える。

そういうことがきわめて大事だと思うのである。 

 

4 月 8 日（水）同僚の昇進に拍手 

 われわれ人間としてありがちなことですが、いかにも肚が

小さいのではないかと思うことがあります。たとえば、同じ

職場の同期の誰かが昇進すると、それをしっとする、そして

ひがむということが少なくありません。また反対に失敗した

人があると、かげで喜ぶという心の貧困な風景もあるようで

す。そういう人は、それこそ昇進させるに不足な人間なので

す。人間ができていないことを公表しているようなものだと

思います。 

 ひとの昇進や成功に拍手を送る素直な心を持ち、日々の仕

事に命がけで打ち込むなら、そういう人に適当な処遇をしな

い職場は、まずないであろうというのが、私の考えです。 

 

4 月 9 日（木）魂を入れた教育 

“事業は人なり”と言われるように、人材の育成というこ

とは非常に大切だと思います。最近ではどこの会社や商店で

も、従業員教育の制度や組織をもうけたりして、教育に力を

入れているようですが、やはり何よりも大切なのは、その教

育にいわば魂を入れることだと思うのです。 

つまり、経営者なり店主の人格の反映というものが、そこ

になくてはならないということです。それは言いかえれば、

経営者なり店主が働きにおいて模範的であること、熱心であ

るということです。経営者、店主にそういうものがあればし

ぜん従業員にも反映して、従業員の模範的な働きが生まれ、

人が育ってくると思うのです。 

 

 


